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筆
者
は
、
前
稿

｢

閨
秀
詩
人
駱
綺
蘭
小
伝

清
乾
嘉
期
に
お
け
る
一
婦
人
の
生
き
方

｣ (

１)

に
お
い
て
主
と
し
て
駱
綺
蘭
そ
の
人

の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
く
伝
え
る

｢
秋
灯
課
女
図｣

や
、
彼
女
の
袁
枚
・
王
文
治
・
王
昶
へ
の
師
事
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。
そ
の
際
に
使

用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
内
閣
文
庫
所
蔵
の
駱
綺
蘭

『

聽
秋
軒
詩
集』

で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
三
月
、
筆
者
は
上
海
図
書
館
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
、
同
館
が
所
蔵
す
る

『

聽
秋
軒
詩
集』

を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
上
海
図
書
館
所
蔵
本
の
末
尾
に
は
、
彼
女
の
編
集
し
た

『

聽
秋
軒
閨
中
同
人
集』

(

嘉
慶
二
年
刊)

と

『

聽
秋
軒
贈
言』

(

嘉
慶
元

年
刊)

が
付
録
さ
れ
て
い
る

(

次
頁
写
真
参
照)
。
こ
の
二
つ
の
著
作
は
内
閣
文
庫
本
に
は
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
前
稿
執
筆

の
際
に
は
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。『
聽
秋
軒
閨
中
同
人
集』

(

以
下

『

同
人
集』

と
略
称)

に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

駱
綺
蘭
と
交
友
関
係
の
あ
る
十
七
名
の
閨
秀
詩
人
の
詩
作
と
手
紙
で
あ
る
。『

聽
秋
軒
贈
言』

(

以
下

『

贈
言』

と
略
称)

に
収
録
さ
れ

て
い
る
の
は
政
界
の
有
力
者
か
ら
在
野
の
文
人
ま
で

(

２)

、
数
多
く
の
男
性
文
人
が
駱
綺
蘭
を
励
ま
す
た
め
に
書
い
た
詩
で
あ
り
、
そ
の
巻

末
に
は
、
さ
ら
に
袁
枚
・
王
文
治
ら
の
駱
綺
蘭
宛
て
の
書
簡
数
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
衆
多
の
閨
秀
詩
人
が
駱
綺
蘭
に
書
き
送
っ
た
私
的
な
書
簡
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
や
、
駱
氏
の
事
蹟
、
及
び
そ
こ
に

描
き
出
さ
れ
た
文
人
世
界
の
様
相
を
窺
う
こ
と
は
、
当
時
の
閨
秀
詩
人
の
文
学
生
活
や
閨
秀
詩
人
の
観
念
を
理
解
す
る
た
め
に
、
少
な

か
ら
ず
有
益
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
更
に

『

贈
言』

に
収
録
さ
れ
た
袁
枚
の
書
簡
は
二
十
三
篇
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
は
近
時
整

理
出
版
さ
れ
た

『

袁
枚
全
集』 (

３)

に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
拙
文
の
紹
介
に
よ
っ
て
、『

贈
言』

に
載
せ
る
資
料
が

『

袁
枚
全
集』

を

増
補
す
る
だ
け
で
な
く
、
袁
枚
や
清
代
文
学
研
究
に
少
し
で
も
参
考
に
な
る
な
ら
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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以
下
、
ま
ず
駱
綺
蘭
が
生
存
中
に
編
定
し
た

『

同
人
集』

及
び

『

贈
言』

の
書
簡
の
内
容
と
そ
の
編
集
出
版
意
図
に
つ
い
て
究
明
す

る
。
ま
た
書
簡
の
特
徴
に
つ
い
て
、
清
代
女
性
文
学
史
及
び
女
性
生
活
史
の
観
点
か
ら
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
更
に
駱
綺
蘭

の
交
友
関
係
に
注
目
し
、
前
稿
に
お
い
て
駱
氏
の
生
涯
に
つ
い
て
説
き
及
び
得
な
か
っ
た
新
た
な
知
見
を
も
加
え
た
い
。

一

所
謂

｢

て
が
み｣
に
相
当
す
る
も
の
は
、
旧
来
の
詩
文
集
で
は
、
多
く
書
、
啓
、
尺
牘
な
ど
の
呼
称
で
分
類
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
雅
称
に
は
鯉
素
、
雲
錦
書
、
青
泥
書
、
飛
奴
、
代
兼
金
な
ど
が
あ
る
。
尺
牘
は
中
国
文
学
史
の
中
で
は
小
品
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル

に
属
す
る
。
明
清
時
代
、
小
品
文
の
熱
狂
的
な
大
流
行
の
下
で
、
書
簡
集
が
続
々
と
出
版
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
湯
顕
祖『

玉
茗
堂
尺
牘』

、

袁
弘
道

『

袁
中
郎
尺
牘』

、
陳
継
儒
・
金
聖
嘆

『

才
子
尺
牘』

な
ど
の
美
文
が
紹
介
さ
れ
、
文
壇
に
持
て
は
や
さ
れ
た
。
清
代
に
お
け

る
最
初
の
尺
牘
選
本
は
、
康
煕
元
年
に
刊
行
さ
れ
た
李
漁
編

『

尺
牘
初
徴』

十
二
巻
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
尺
牘
を
編
纂
し
て
世
に
問

う
た
も
の
に
は
、
王
世
貞
編

『

尺
牘
清
裁』
六
十
巻
、
周
亮
工
編

『

明
二
百
家
尺
牘』

『

尺
牘
新
鈔』

な
ど
が
あ
る
。

明
清
時
代
は
ま
た
、
女
流
作
家
が
お
び
た
だ
し
く
輩
出
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
彼
女
た
ち
は
詩
、
詞
の
世
界
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

文
学
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
参
加
を
果
敢
に
試
み
た
。
趙
世
杰
は

『

歴
代
女
子
文
集』

を
編
定
し
、
明
の
徐
媛
を
は
じ
め
、
多
く
の
女
性
が
書

い
た
尺
牘
作
品
を
積
極
的
に
発
掘
顕
彰
し
よ
う
と
し
た
。
更
に
汪
淇

(

清
、
銭
塘
の
人
。
字
は
憺�

)

は
女
性
の
尺
牘
に
光
を
当
て
よ

う
と
し
て
、『

尺
牘
新
語』

二
編
の
第
二
十
四
巻
を

｢

閨
閣
類｣
と
し
て
世
に
著
し
た
。
そ
の
序
文
に
云
う
。

汪
憺�
曰
：�
尺
牘
而
至
於
閨
閣
、
誠
所
謂
珠
玉
咳
唾
、
錦�
心
肝
矣
。
觀
者
得
無�
其
雲
雨
情
、
脂
粉
氣
耶
。
曰
、
不
然
。
夫

女
之
異
於
男
者
、
徒
以
其
形
質
耳
。
若
夫
書
盤
織
錦
之
才
、
挽
車
舉
案
之
操
、
斷
臂
投
崖
之
節
、
突
圍
討
叛
之
勲
、
何
一
甘
出
男

子
之
下
、
又
況
尺
璧
碎
金
、
如
區
區
魚
箋
鴈
帛
乎
。(

汪
憺�
曰
く
、
尺
牘
を
徴
し
て
閨
閣
に
至
る
は
、
誠
に
所
謂
咳
唾
を
珠
玉

に
し
、
心
肝
を
錦
繍
に
す
る
な
り
。
観
る
者
、
其
の
雲
雨
の
情
、
脂
粉
の
気
を�わ

ら

う
こ
と
無
き
を
得
ん
や
、
と
。
曰
く
、
然
ら
ず
。

夫
れ
女
の
男
に
異
な
る
は
、
徒
だ
其
の
形
質
を
以
て
の
み
。
夫
の
書
盤
織
錦
の
才
、
挽
車
挙
案
の
操
、
断
臂
投
崖
の
節
、
突
囲
討

叛
の
勲
の
若
き
は
、
何
ぞ
一
に
男
子
の
下
に
甘
出
せ
ん
や
、
又
況
ん
や
尺
璧
碎
金
、
区
区
た
る
魚
箋
鴈
帛
を
や
。)
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こ
こ
で
汪
淇
は
、
ま
ず
女
性
が
男
性
と
異
な
る
所
は
た
だ
身
体
的
な
性
差
の
み
だ
と
断
言
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
明
末
か
ら
現
れ
た
詩

文
の
才
に
富
む
才
女
や
、
暗
黒
の
世
に
大
い
に
忠
義
、
忠
誠
を
輝
か
せ
た
女
性
の
功
績
や
情
操
な
ど
は
、
何
一
つ
男
子
に
劣
る
も
の
で

は
な
い
と
評
価
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
流
暢
に
佳
句
を
吐
く
女
性
の
書
簡
を
探
し
求
め
て
刊
行
す
る
こ
と
は
、
価
値
の
あ
る
こ
と
だ

と
汪
淇
は
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
な
女
子
の
文
才
気
節
を
賞
賛
す
る
言
葉
は
、
実
は
明
末
以
後
に
顕
著
と
な
っ
た
女

性
崇
拝
思
想
の
抬
頭
を
示
す
表
現
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
駱
綺
蘭
は
な
ぜ
自
分
と
女
性
の
友
人
と
の
唱
和
の
詩
や
往
復
書
簡
を
出
版
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
述
べ

た
よ
う
に
、
明
清
時
代
に
は
女
性
に
対
す
る
評
価
が
急
速
に
高
ま
り
、
女
流
文
学
が
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た
と
は
い
う
も
の
の
、

多
く
の
女
性
文
学
家
に
と
っ
て
、
そ
の
文
学
創
作
の
た
め
の
条
件
や
地
理
的
な
環
境
は
、
男
性
に
比
べ
る
と
や
は
り
大
き
な
制
約
が
あ

る
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(

４)

。『

同
人
集』

編
集
の
際
に
、
駱
綺
蘭
は
女
性
の
身
で
執
筆
に
専
念
す
る
こ
と
と
著
作
を
後
世
に

伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
序
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。

女
子
之
詩
、
其
工
也
、
難
於
男
子
、
閨
秀
之
名
、
其
傳
也
、
亦
難
於
才
士
、
何
也
。
身
在
深
閨
、
見
聞
絶
少
、
既
無
朋
友
講
習
、

以�
其
性
靈
、
又
無
山
川
登
覧
、
以
發
其
才
藻
、
非
有
賢
父
兄
爲
之
遡
源
流
、
分
正
偽
、
不
能
卒
其
業
也
。
迄
于
歸
後
、
操
井
臼
、

事
舅
姑
、
米
鹽
瑣
屑
、
又
往
往
無
暇
爲
之
。(
女
子
の
詩
は
、
其
の
工
み
な
る
こ
と
男
子
よ
り
も
難
く
、
閨
秀
の
名
は
、
其
の
伝

わ
る
こ
と
亦
た
才
士
よ
り
も
難
き
は
、
何
ぞ
や
。
身
、
深
閨
に
あ
り
て
、
見
聞
絶
え
て
少
く
、
既
に
朋
友
講
習
の
以
て
其
の
性
霊

を�
あ
ら

う
こ
と
無
く
、
又
、
山
川
登
覧
の
以
て
其
の
才
藻
を
発
す
る
こ
と
無
く
、
賢
父
兄
の
之
が
為
に
源
流
に
遡
り
、
正
偽
を
分
つ

こ
と
有
る
に
非
ず
ん
ば
、
其
の
業
を
卒
う
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
于ゆ

き
帰と

つ

ぐ
後
に
迄お

よ

ん
で
は
、
井
臼
を
操
り
、
舅
姑
に
事
え
、
米
塩

瑣
屑
、
又
、
往
往
に
し
て
之
を
為
す
に
暇
無
し
。)

こ
の
よ
う
に
女
性
が
文
学
活
動
に
携
わ
る
に
は
外
的
な
阻
害
要
因
が
多
い
と
吐
露
し
た
の
は
、
駱
綺
蘭
が
初
め
て
で
は
な
い
。
明
末

の
女
性
戯
曲
家
で
、『

相
思
硯』

を
著
し
た
梁
孟
昭

(

夷
素)

が
、
す
で
に
類
似
し
た
発
言
を
し
て
い
る

(

５)

。
駱
綺
蘭
は
著
作
を
自
己
表

現
の
た
め
の
手
段
と
は
っ
き
り
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
後
世
に
伝
わ
る
困
難
に
思
い
至
る
と
、
ま
す
ま
す
焦
慮
感
を

禁
じ
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
男
性
文
人
と
比
べ
て
と
か
く
埋
没
し
が
ち
な
女
性
の
文
学
作
品
に
ぜ
ひ
と
も
脚
光
を
浴
び
さ
せ
た
い

と
い
う
駱
綺
蘭
の
作
家
と
し
て
の
強
い
責
任
感
は
、
多
士
済
々
の
女
性
詩
友
と
自
分
と
の
詩
文
唱
和
集
の
編
集
出
版
へ
と
駆
り
立
て
た

駱
綺
蘭
の

『

聽
秋
軒
閨
中
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お
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び
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の
で
あ
る
。

『
同
人
集』

序
文
は
ま
た
、
駱
綺
蘭
自
身
が
文
学
に
従
事
し
た
過
程
を
述
べ
、
当
時
、
男
性
文
人
と
公
然
と
交
際
す
る
こ
と
に
対
し

て
浴
び
せ
ら
れ
て
い
た
非
難
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
反
駁
し
て
い
る
。

深
悔
向
者
好
名
太
過
、
適
以
自
招
口
實
。
但
結
習
未
除
、
毎
當
涼
月
侵
簾
、
焚
香
黙
坐
時
、
於
遠
近
閨
秀
投
贈
之
什
、
猶
記
憶
不

能
忘
。
披
誦
一
遍
、
深
情
厚
意
、
溢
于
聲
韻
之
外
、
宛
然
如
對
其
人
。
因�
而
輯
之
、
以
付
梓
人
。
使
蚩
蚩
者
知
巾
幗
中
未
嘗
無

才
子
、
而
其
傳
則
倍
難
焉
。
彼
輕
量
人
者
得
無
少
見
多
怪
也
。(

深
く
悔
ゆ
、
向
者

さ

き

に
名
を
好
む
こ
と
太
だ
過
ぎ
、
適
ま
以
て
自

ら
口
実
を
招
き
し
を
。
但
だ
結
習
未
だ
除
か
れ
ず
、
涼
月
、
簾
を
侵
し
、
香
を
焚
い
て
黙
坐
す
る
時
に
当
る
毎ご

と

に
、
遠
近
よ
り
閨

秀
投
贈
の
什
、
猶
お
記
憶
し
て
忘
る
能
わ
ず
。
披
誦
一
遍
す
れ
ば
、
深
情
厚
意
、
声
韻
の
外
に
溢
れ
、
宛
然
と
し
て
其
の
人
に
対

す
る
が
如
し
。
因
り
て�
め
て
之
を
輯
し
、
以
て
梓
人
に
付
す
。
蚩
蚩
た
る
者
を
し
て
、
巾
幗
の
中
に
未
だ
嘗
て
才
子
無
く
ん
ば

あ
ら
ざ
る
を
知
ら
し
む
る
も
、
其
の
伝
は
則
ち
倍
ま
す
難
き
な
り
。
彼
の
軽
が
ろ
し
く
人
を
量
る
者
は
、
見
少
く
し
て
怪
多
き
こ

と
無
き
を
得
ん
や
。)

以
上
の
こ
と
か
ら
、
女
性
文
人
た
ち
の
真
実
の
情
感
に
溢
れ
た
詩
文
の
優
秀
さ
を
男
性
中
心
社
会
に
認
め
さ
せ
る
た
め
に
、
駱
綺
蘭

は
敢
え
て

『

同
人
集』

の
刊
行
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。『

同
人
集』

の
出
版
か
ら
は
、
駱
綺
蘭
の
閨
秀
詩
人
と
し
て
の
自
負
が
窺

わ
れ
る
と
同
時
に
、
女
性
た
ち

(

駱
綺
蘭
を
含
む)
の
た
め
に
声
を
発
す
る
と
い
う
主
張
も
窺
え
よ
う
。
最
後
に
彼
女
は
、
本
書
の
出

版
に
よ
っ
て
自
分
の
詩
人
と
し
て
の
名
声
を
顕
揚
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

蘭
編
是
集
、
自
傷
福
命
不
如
同
人
、
又
竊
幸
附
閨
秀
之
後
而
顯
矣
。(

蘭
の
是
の
集
を
編
む
は
、
自
ら
福
命
の
同
人
に
如
か
ざ
る

を
傷
み
、
又
竊
か
に
閨
秀
の
後
に
附
し
て
顕
わ
れ
ん
こ
と
を
幸ね

が

え
ば
な
り
。)

自
分
の
名
前
を
他
の
閨
秀
詩
人
の
後
に
取
り
上
げ
る
と
い
う
駱
綺
蘭
の
編
集
戦
略
は
、
女
性
の
優
れ
た
文
芸
作
品
を
顕
揚
す
る
と
と

も
に
、
自
分
の
名
声
や
著
作
を
も
そ
れ
と
共
に
世
に
送
る
非
常
に
巧
み
な
方
法
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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二

次
に

『
同
人
集』

か
ら
駱
綺
蘭
と
十
七
名
の
女
流
詩
人
と
の
文
学
的
交
流
の
実
態
を
窺
っ
て
み
よ
う
。
そ
の
十
七
名
と
は
、
江
珠

(

袁
枚
女
弟
子)
、
畢
汾
、
畢
慧

(

袁
枚
女
弟
子)

、
鮑
之
蘭
、
鮑
之�
(

袁
枚
女
弟
子)

、
鮑
之
芬
、
周�

蘭

(

袁
枚
女
弟
子)

、
盧
元

素

(

袁
枚
女
弟
子)
、
張
少
蘊

(

鮑
之
蘭
の
姪)

、
潘
耀
貞

(

不
明)

、
侯
芝
、
王
瓊

(

袁
枚
女
弟
子)

、
王
倩

(

袁
枚
女
弟
子)

、
王
懷

杏

(

不
明)

、
許�
馨

(
袁
枚
女
弟
子)

、
秦
淑
榮

(

不
明)

、
葉
毓
珍

(

不
明)

で
あ
る
。
十
七
名
の
う
ち
八
名
は
袁
枚
の
女
弟
子
で
あ

る
。
駱
綺
蘭
と
同
じ
く
江
蘇
省
丹
徒
に
住
ん
で
い
た
の
は
鮑
之
蘭
・
之�
・
之
芬
の
姉
妹
と
張
少
蘊
・
王
瓊
で
あ
り
、
他
は
例
え
ば
江

珠
と
王
倩
は
蘇
州
、
畢
汾
と
畢
慧
は
太
倉
、
盧
元
素
と
許
徳
馨
は
江
都
、
周�
蘭
は
長
洲
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
地
域
に
居

住
は
し
て
い
る
が
、
皆
全
て
儒
教
倫
理
に
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
な
い
江
蘇
省
出
身
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
彼
女
ら
に
は
鮑
之
蘭
・
鮑
之�

・

鮑
之
芬
・
王
瓊
の
よ
う
な
在
野
文
人
の
妻
も
い
れ
ば
、
逆
境
に
め
げ
ず
詩
文
に
巧
み
で
あ
り
、
舞
剣
を
よ
く
し
た
江
珠
の
よ
う
に
経
済
的

に
自
立
し
た
女
豪
傑
も
い
る
。
更
に
高
官
の
家
族
で
あ
る
畢
汾
・
畢
慧
・
侯
芝
の
よ
う
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
才
女
ま
で
も
い
た

(

６)

。

十
七
名
の
中
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
侯
芝

(
一
七
六
四
〜
一
八
二
九)

で
あ
る
。
侯
芝
、
字
は
如
芝
、
号
は
香
葉
主
人
、
江
蘇
省

江
寧
の
人
で
あ
る
。
彼
女
は
進
士
侯
学
詩
の
娘
で
あ
り
、
夫
梅
沖
は
嘉
慶
五
年

(

一
八
〇
〇)

の
挙
人
で
、
法
式
善
の

『

梧
門
詩
話』

に
よ
れ
ば
、
梅
沖
も
ま
た
袁
枚
の
高
足
で
あ
っ
た

(

７)

。
古
文
家
姚�
の
弟
子
と
し
て
知
ら
れ
る
梅
曽
亮
は
侯
芝
の
息
子
で
あ
る
。
一
門
の

声
望
が
高
か
っ
た
侯
芝
の
作
品
は
、
概
ね
儒
家
的
な
道
徳
を
期
待
さ
れ
て
い
た
妻
や
母
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
い
た
も
の
で
、｢

女
宗｣

(

模
範
的
な
女
性)

と
賞
賛
さ
れ
た
と
い
う

(

８)

。
彼
女
は
有
名
な
閨
秀
詩
人
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
当
時
優
れ
た
弾
詞
小
説
の
編
者

で
も
あ
っ
た
。
侯
芝
の
弾
詞
に
は

『

玉
釧
縁』

『

再
生
縁』

『

再
造
天』

『

錦
上
花』

の
四
種
が
あ
る

(

９)

。
駱
綺
蘭
は
侯
芝

『

錦
上
花』

の

た
め
に
題
賛
を
書
き
与
え
た
。
そ
も
そ
も
清
代
は
様
々
な
説
唱
芸
能
が
一
斉
に
開
花
し
、
盛
況
を
呈
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。
駱
綺
蘭

が

『

錦
上
花』

弾
詞
に
興
味
を
示
し
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
雰
囲
気
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

駱
綺
蘭
と
侯
芝
の
二
人
の
交
流
は
、
ま
ず
文
通
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
侯
芝
の
書
簡
に
云
う
。

兩
載
神
交
、
三
秋
注
想
、
欲
面
無
期
、
論
心
何
日
。
今
春
初
、
夫
子
赴
新
安
之
便
、
曾
寄
小
詩
四
章
、
…
…
呈
史
席
斧
削
。
而
夫

駱
綺
蘭
の

『

聽
秋
軒
閨
中
同
人
集』

お
よ
び

『

聽
秋
軒
贈
言』

に
つ
い
て
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子
造
府
之
時
、
値
夫
人
曉
粧
未
竟
、
朱
門
咫
尺
、
不
啻
江
海
之
遙
、
畫
閣
深
沈
、
恍
若
雲
霄
之
隔
、
至
今
猶
爲
悵
悵
耳
。(

両
載
、

神
交
わ
り
、
三
秋
、
想
い
を
注
ぐ
、
面あ

わ
ん
と
欲
す
る
も
期
無
く
、
心
を
論
ず
る
は
何
れ
の
日
ぞ
。
今
春
初
め
、
夫
子
、
新
安
に

赴
く
の
便
に
、
曽
て
小
詩
四
章
を
寄
せ
、
…
…
史
席
の
斧
削
に
呈
す
。
而
る
に
夫
子
、
府
に
造い

た

る
の
時
、
夫
人
の
曉
粧
未
だ
竟
ら

ざ
る
に
値
う
。
朱
門
は
咫
尺
た
る
に
、
啻
に
江
海
の
遙
か
な
る
の
み
な
ら
ず
、
画
閣
は
深
沈
と
し
て
、
恍
と
し
て
雲
霄
の
隔
つ
る

が
若
く
、
今
に
至
る
も
猶
お
為
に
悵
悵
す
る
の
み
。)

侯
芝
の
夫
梅
沖
は
妻
の
た
め
に
、
書
簡
を
駱
綺
蘭
の
家
ま
で
届
け
に
行
っ
た
と
い
う
。
書
簡
の
内
容
は
、
ま
ず
駱
綺
蘭
に
自
分
の
敬

慕
の
気
持
ち
を
語
り
、
そ
れ
か
ら
、
自
作
の
詩
を
駱
綺
蘭
に
添
削
し
て
も
ら
う
よ
う
頼
む
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

当
時
の
閨
秀
詩
人
は
閨
房
か
ら
出
な
く
と
も
、
書
簡
の
往
復
を
通
し
て
、
遙
か
な
空
間
上
の
距
離
と
阻
隔
を
超
え
て
、
学
問
討
論
の
機

会
や
精
神
生
活
の
充
実
を
得
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
侯
芝
と
駱
綺
蘭
は
ま
だ
面
識
を
得
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
駱

綺
蘭
に
対
す
る
思
慕
の
情
に
富
ん
だ
書
簡
か
ら
溢
れ
る
こ
ま
や
か
な
友
情
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ

｢

詩
文｣

の
実
作
を
通
し
て
深
め
ら
れ
て

い
っ
た
も
の
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
侯
芝
は
書
簡
の
末
尾
に
美
辞
麗
句
を
綴
り
、
切
磋
琢
磨
の
で
き
る
良
友
を
求
め
よ
う

と
し
て
、
駱
綺
蘭
に
是
非
当
家
を
訪
問
し
て
く
れ
る
よ
う
懇
願
し
て
い
る
。

忽
焉
青
鳥
飛
空
、
天
花
散
彩
、
始
知
遠
駕
雲�
、
近
臨�
里
。
聞
聲
欣
躍
、
頓
慰
渇
懷
、
本
即
欲
驅
候
、
自
慚
受
教
無
地
、��

不
前
、�
蒙
不
棄
、
望
香
車
過
我
、
俾
得
拜
瞻
雅
範
、
藉
領
清
談
、
芝
三
生
之
幸
也
。(

忽
焉
と
し
て
青
鳥
は
空
に
飛
び
、
天
花

は
彩
を
散
ら
す
が
ご
と
く
、
始
め
て
知
る
遠
駕
雲�
の
近
く�
里
に
の
臨
む
を
。
声
を
聞
き
て
欣
躍
し
、
頓
に
渇
懐
を
慰
む
。
本

即
ち
駆
候
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
自
ら
教
を
受
く
る
に
地
無
き
を
慚
じ
、��
し
て
前す

す

ま
ず
。�も

し
不
棄
を
蒙
ら
ば
、
香
車
の
我
を

過
ら
ん
こ
と
を
望
む
。
雅
範
を
拝
瞻
し
、
清
談
を
藉
領
せ
ん
こ
と
を
得
し
め
ば
、
芝
三
生
の
幸
い
な
り
。)

こ
の
よ
う
な
並
々
な
ら
ぬ
傾
倒
、
敬
意
に
満
ち
た
言
葉
か
ら
、
駱
綺
蘭
が
閨
秀
詩
人
の
間
で
相
当
尊
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で

き
る
と
と
も
に
、
侯
芝
の
修
辞
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
身
に
つ
け
た
奥
床
し
い
教
養
、
友
人
関
係
の
中
に
知
的
刺
激
を
求
め
る
心
情
な
ど

も
、
書
簡
か
ら
自
ず
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
駱
綺
蘭
は
侯
芝
に
自
分
の
描
い
た
画
を
贈
っ
た
り
し
て
互
い
に
親
し
く

交
流
し
た

(�)

。
や
が
て
、『

同
人
集』

に
収
め
る
侯
芝
の

｢

雨
中
折
碧
桃
花
一
枝
贈
佩
香
夫
人
、
承
賜
詩
二
首
、
依
韻
奉
答｣

に

｢

揮
毫

尚
憶
菊
花
前
、�
隔
清
芬
又
一
年｣

(

揮
毫
、
尚
お
憶
う
菊
花
の
前
、
清
芬
に�
隔
す
る
こ
と
又
一
年)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
菊
花
の
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咲
く
清
々
し
い
秋
に
、
二
人
の
面
会
は
よ
う
や
く
実
現
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
畢
汾
か
ら
駱
綺
蘭
に
宛
て
た
書
簡
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
畢
汾
は
乾
隆
の
進
士
、
湖
廣
総
督
畢�

の
妹
で
あ
り
、
字
は
素
渓
、

著
作
に

『
梅
花�
佛
齋
草』

が
あ
る

(�)
。
畢
汾
も
侯
芝
と
同
じ
よ
う
に
、
書
簡
に
お
い
て
ま
ず
駱
綺
蘭
を
懐
か
し
む
心
情
を
告
白
し
、
そ

れ
か
ら
自
分
の
詩
を
駱
綺
蘭
に
添
削
し
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
た
。

前
接
令
業
師
夢
樓
道
兄
書
、
得
悉
夫
人
起
居
眠
食
、
倶
爲
安
善
、
聊
慰
遠
懷
。
…
…
蘭
泉
侍
郎
使
來
、
又
接
華
牋
、
多
蒙
存
注
殷

拳
、
捧
讀
之
餘
、
益
令
人
感
激
於
五
中
也
。
春
間
幽
居
獨
處
、
又
成
七
律
二
章
、
…
…
、
向
因
鱗
鴻
乏
便
、
未
及
寄
呈
、
今
與
舊

作
一
併
奉
上
、
即
請
斧
政
。(

前
に
令
の
業
師
夢
楼
道
兄
の
書
に
接
し
、
夫
人
の
起
居
眠
食
、
倶
に
安
善
と
為
す
を
得
悉
し
、
聊

か
遠
懐
を
慰
む
。
…
…
蘭
泉
侍
郎
の
使

来
り
、
又

華
牋
に
接
す
、
多
く
存
注
殷
拳
を
蒙
り
、
捧
読
の
余
、
益
ま
す
人
を
し
て

五
中
に
感
激
せ
し
む
。
春
間
に
幽
居
独
処
し
て
、
又
、
七
律
二
章
を
成
す
。
…
…
、
向
に
は
鱗
鴻
の
便
に
乏
し
き
に
因
り
て
、
未

だ
寄
呈
す
る
に
及
ば
ざ
る
も
、
今
、
旧
作
と
与
に
一
併
し
て
奉
上
し
、
即
ち
斧
政
を
請
う
。)

以
上
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
畢
汾
は
駱
綺
蘭
の
師
で
あ
る
王
文
治

(

夢
楼)

の
手
紙
か
ら
彼
女
の
こ
と
を
知
り
、
さ
ら
に
駱
綺
蘭
の
も

う
一
人
の
師
で
あ
る
王
昶

(

王
蘭
泉)

の
使
者
か
ら
彼
女
の
書
簡
を
手
に
入
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
二
人
の
男
性
詩
人
は
直
接
に

駱
綺
蘭
の
文
学
創
作
を
指
導
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
間
接
的
に
駱
綺
蘭
と
女
性
友
人
た
ち
の
交
際
を
援
助
し
て
も
い
た
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
駱
綺
蘭
が
他
の
閨
秀
詩
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ら
れ
た
の
は
、
彼
女
自
身
の
社
交
手
腕
や
閨
秀
詩
人
と
し
て
の
名

声
だ
け
で
な
く
、
彼
女
た
ち
の
周
囲
に
い
る
男
性
詩
人(
例
え
ば
、
駱
綺
蘭
の
先
生
王
文
治
や
、
侯
芝
の
夫
梅
沖
な
ど)

の
尽
力
に
よ
っ

て
、
空
間
的
な
阻
害
を
克
服
し
、
彼
女
ら
は
互
い
に
身
の
上
を
語
り
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

閨
秀
詩
人
の
同
友
を
求
め
る
気
持
ち
を
伝
え
、
と
彼
女
た
ち
の
学
才
を
顕
彰
す
る
駱
綺
蘭
の

『

同
人
集』

出
版
は
、
頻
繁
な
詩
文
の

交
流
に
よ
っ
て
、
遂
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
畢
汾
は

『

同
人
集』

刊
行
の
計
画
を
知
っ
て
、
先
に
引
用
し
た
書
簡
の
中
で
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

夫
人
欲
刻
同
人
集
、
亦
爲
雅
事
。
但
汾
山
歌
野
調
、
不
足
以
入
君
子
之
目
、
祈
夫
人
爲
我
藏
拙
、
恐
貽
笑
於
名
士
之
才
也
。
聞
夫

人
時
刻
到
呉
、�
秋
間
丹
桂
開
時
、
能
掛
帆
到
舎
、
一
暢
離
情
、
余
之
所
深
望
也
。(

夫
人
の
同
人
集
を
刻
さ
ん
と
欲
す
る
は
、

亦
た
雅
事
と
為
す
。
但
だ
汾
の
山
歌
野
調
は
、
以
て
君
子
の
目
に
入
る
る
に
足
ら
ず
、
夫
人
の
我
が
為
に
拙
を
蔵
せ
ん
こ
と
を
祈

駱
綺
蘭
の
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り
、
笑
い
を
名
士
の
才
に
貽の

こ

さ
ん
こ
と
を
恐
る
。
聞
く
な
ら
く
、
夫
人
は
時
刻
呉
に
到
る
と
。�
し
秋
間

丹
桂
開
く
時
、
能
く

帆
を
掛
け
て
舎
に
到
り
、
一
に
離
情
を
暢
ば
せ
ば
、
余
の
深
く
望
む
所
な
り
。)

畢
汾
は
、『

同
人
集』

の
出
版
を
文
壇
の
雅
事
と
し
て
称
賛
す
る
。
彼
女
は
こ
こ
で
、
自
分
の
作
品
は
ま
だ
未
熟
だ
と
謙
遜
し
て
い

る
が
、
一
方
で
は
更
に
代
書
詩

｢

小
詩
二
律
代
簡
佩
香
夫
人｣

二
首
を
駱
綺
蘭
に
奉
呈
し
、
自
己
の
文
才
が
今
後
世
に
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
大
い
に
期
待
し
て
も
い
る
の
で
あ
る

(�)
。

畢
汾
を
含
め
、
当
時
多
く
の
閨
秀
が
次
々
と
作
品
を
駱
綺
蘭
の
所
に
送
り
、
添
削
を
依
頼
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に

｢

群
媛
宗
牛
耳｣

(

群
媛
、
牛
耳
を
宗
と
す

(�))
と
述
べ
る
が
如
く
、
駱
綺
蘭
が
当
時
女
流
詩
人
の
盟
主
の
よ
う
に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
事
実
を
反
映
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
以
上
取
り
上
げ
た
書
簡
の
内
容
か
ら
、
閨
秀
詩
人
た
ち
は
喜
ん
で
駱
綺
蘭
に
詩
を
書
き
寄
せ
、『

同
人
集』

の
出
版
に

喜
ん
で
協
力
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。『

同
人
集』

の
刊
行
と
い
う
事
業
に
対
し
て
、
駱
綺
蘭
の
友
人
た
ち
も
極
め
て
歓
迎
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
清
代
の
閨
秀
詩
人
は
文
学
鑑
賞
及
び
文
学
伝
播
に
対
し
て
自
分
の
果
た
す
役
割
に
、
ま
す
ま
す
自
信
と
自
覚
を
高

め
て
い
っ
た
と
言
え
よ
う
。
更
に
、
詩
文
や
書
簡
を
通
し
て
幅
広
く
交
友
を
広
め
た
清
代
の
閨
秀
詩
人
の
活
発
な
文
芸
活
動
は
、
女
性

を
家
庭
の
中
だ
け
の
役
割
に
埋
没
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
個
人
の
才
能
と
存
在
意
義
を
確
か
め
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
意
味
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

三

『

同
人
集』

に
収
め
る
閨
秀
詩
人
た
ち
の
書
簡
と
と
も
に
、『
贈
言』

所
収
の
男
性
詩
人
か
ら
駱
綺
蘭
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に
も
見

る
べ
き
と
こ
ろ
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
袁
枚
の
書
簡
に
は
、
師
弟
の
心
温
ま
る
や
り
と
り
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。

隨
園
老
人
枚
拜
覆
、
佩
香
世
妹
閣
下
、
正
月
十
九
日
使
者
來
、
接
手
書
及
西
津
閣
新
詩
、
深
慰
遠
懷
。
且
知
有
吾
郷
西
湖
之
行
、

正
與
老
人
回
杭
掃
墓
重
遊
天
台
之
意
相
合
、
極
可
同
行
、
一
路
酬
唱
、
…
…
、
駕
到
杭
州
、
寓
居
何
處
、
望
早
示
知
、
以
便
老
人

走
訪
。
邀
至
湖
樓
、
與
冊
上
群
仙
大
會
、
拈
題
賦
詩
、
豈
非
千
秋
佳
話
乎
。
世
妹
佳
作
一
刻
入

『

詩
話
補
遺』

第
三
巻
、
一
刻
入

『

續
同
人
集』

、
閨
秀
一
門
、
業
已
告
竣
、
因
錯
字
有�
處
、
須
三
五
日
後
才
能
寄
上
、
或
世
妹
來
時
、
可
多
刷
數
本
帶
蘇
杭
、
作
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土
宜
送
人
最
雅
。(

随
園
老
人
枚
拜
覆
、
佩
香
世
妹
閣
下
、
正
月
十
九
日
に
使
者
来
り
、
手
書
及
び
西
津
閣
新
詩
に
接
し
、
深
く

遠
懐
を
慰
む
。
且
つ
吾
が
郷
西
湖
の
行
有
る
を
知
る
、
正
に
老
人
の
杭
に
回
り
墓
を
掃
き
、
重
ね
て
天
台
に
遊
ぶ
の
意
と
相
合
す
、

極
め
て
同
行
し
て
、
一
路
酬
唱
す
べ
し
、
…
…
、
駕
、
杭
州
に
到
れ
ば
、
寓
居
何
れ
の
処
な
る
か
、
早
く
示
知
せ
ら
れ
、
以
て
老

人
の
走
訪
に
便
な
ら
ん
こ
と
を
望
む
。
邀
え
て
湖
楼
に
至
り
、
冊
上
の
群
仙
と
大
い
に
会
し
、
題
を
拈
じ
詩
を
賦
せ
ば
、
豈
に
千

秋
の
佳
話
な
ら
ず
や
。
世
妹
の
佳
作
、
一
は

『

詩
話
補
遺』

第
三
巻
に
刻
入
し
、
一
は

『

続
同
人
集』

に
刻
入
す
、
閨
秀
の
一
門

は
、
業
已
に
竣
る
を
告
ぐ
る
も
、
錯
字
の�
す
る
処
有
る
に
因
り
て
、
三
、
五
日
の
後
を
須
ち
て
、
才
め
て
能
く
寄
上
せ
ん
、
或

は
世
妹
来
る
時
、
数
本
を
多
刷
し
て
蘇
・
杭
に
帯
し
、
土
宜
と
作
し
て
人
に
送
る
べ
く
ん
ば
最
も
雅
な
ら
ん
。)

こ
の
書
簡
の
内
容
を
以
下
に
要
約
し
て
お
こ
う
。

一
、
向
学
心
の
強
い
駱
綺
蘭
は
、『
聽
秋
軒
詩
集』

巻
二
所
収
の

｢

侍
夢
樓
師
雪
中
登
西
津
閣｣

詩
を
袁
枚
に
示
し
、
斧
正
を
仰
い
だ
。

閨
秀
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
書
簡
は
単
な
る
意
志
疎
通
の
た
め
の
道
具
で
は
な
く
、
詩
文
の
上
達
の
た
め
の
大
切
な
媒
介
で
も
あ
っ

た
。

二
、
墓
参
の
た
め
に
、
袁
枚
は
杭
州
に
帰
り
、
つ
い
で
再
び
天
台
山
に
遊
び
、
そ
の
帰
途
、
閨
秀
詩
人
を
西
湖
の
宝
石
山
荘
に
集
め
よ

う
と
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
乾
隆
五
十
七
年

(

一
七
九
二)

の
作
と
判
断
で
き
る
。
袁
枚
は
杭
州
へ
の
旅
の

同
行
と
、
西
湖
の
詩
会
へ
の
参
加
を
駱
綺
蘭
に
要
請
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
連
絡
を
取
り
合
っ
て
、
女
弟
子
と
会
お
う
と
す
る
袁

枚
の
切
な
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
同
時
に
、
家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と
な
く
、
旅
や
人
間
関
係
の
拡
大
を
通
し
て
、
よ
り
広
く

外
の
世
界
に
対
す
る
目
を
開
か
せ
よ
う
と
い
う
袁
枚
の
教
育
方
針
を
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
駱
綺
蘭
を

｢

世
妹｣

と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
袁
枚
の
彼
女
に
対
す
る
接
し
方
に
は
、
身
近
な
存
在
の
親
し
み
や
す
い
先
生

と
し
て
、
閨
秀
詩
人
を
尊
敬
し
、
互
い
に
対
等
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

如
上
の
傾
向
は
同
じ
く
、『

贈
言』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
王
文
治
の
書
簡
か
ら
も
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

奉
題
皈
道
圖
古
詩
一
章
、
…
…
是
老
人
近
日
極
得
意
筆
。
尊
作
甚
佳
、
第
四
首
定
字
易
也
字
、
似
更
圓
活
。(

奉
じ
て
皈
道
図
古

詩
一
章
を
題
す
、
…
…
是
れ
老
人
の
近
日
極
め
て
得
意
の
筆
な
り
。
尊
作
は
甚
だ
佳
な
る
も
、
第
四
首
の
定
字
を
也
字
に
易
う
れ

ば
、
更
に
円
活
な
る
に
似
た
り
。)

駱
綺
蘭
の
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以
上
の

｢

尊
作｣

と
は

『

聽
秋
軒
詩
集』

巻
四
所
収
の

｢

自
題
歸
道
圖
四
首
…｣

で
あ
る
。
果
た
し
て
其
の
四
に

｢

料
得
鴛
鴦
也
羨

仙｣
(

料
り
得
た
り
、
鴛
鴦
も
也
た
仙
を
羨
む
と)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
駱
綺
蘭
は
王
文
治
の
意
見
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
中
国
文
学
史
上
、
駱
綺
蘭
の
如
く
自
ら
学
詩
の
軌
跡
を
あ
り
の
ま
ま
に
示
し
、
添
削
資
料
を
公
開
し
た
例
は
ご
く
珍
し
い

と
言
え
る
。
恐
ら
く
文
章
芸
術
と
学
問
を
懇
切
に
伝
授
し
て
く
れ
た
王
文
治
の
お
か
げ
で
文
壇
で
の
成
功
を
獲
得
し
え
た
駱
綺
蘭
に
と
っ

て
、
師
弟
関
係
の
あ
り
か
た
を
真
実
を
損
な
わ
な
い
ま
ま
に
伝
え
る
こ
と
は
、
弟
子
と
し
て
の
義
務
と
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『

聽
秋
軒
詩
集』
出
版
の
際
に
も
、
王
文
治
は
駱
綺
蘭
に
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
て
い
る
。

佩
香
女
弟
子
、
文
几
尊
稿
刻
成
、
送
上
清
覧
。
原
稿
已
還
尊
處
、
尊
處
可
校
對
。
祈
先
細
對
一
遍
、
然
後
將
刻
本
及
原
本
、
同
送

愚
處
再
校
、
庶
幾
無
誤
。(

佩
香
女
弟
子
、
文
几
の
尊
稿
刻
成
し
、
清
覧
に
送
上
す
。
原
稿
已
に
尊
処
に
還
れ
ば
、
尊
処
に
て
校

対
す
べ
し
。
祈
る
ら
く
は
、
先
ず
細
か
に
対
す
る
こ
と
一
遍
し
、
然
る
後
に
刻
本
及
び
原
本
を
将
て
、
同
に
愚
処
に
送
り
て
再
校

す
れ
ば
、
誤
り
無
き
に
庶
幾
か
ら
ん
か
。)

と
こ
ろ
で
、
駱
綺
蘭
が

『

贈
言』
三
巻
を
出
版
し
た
意
図
は
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『

贈
言』

の
序
文
に
お
い
て
、

駱
綺
蘭
は
そ
の
出
版
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

蘭
自
念
無
奇
才
異
節
、
可
以
稱
述
、�
蒙
當
代
先
生
大
人
投
贈
詩
篇
、
謬
加
褒
許
。�
年
以
來
、
或
白
首
耆
英
、
高
軒
親
過
、
或

玉
堂
宿
彦
、
千
里
貽
書
。
予
讀
而
藏
之
、
巻
如
束
筍
、
雖
珠
玉
連
篇
、
語
多
溢
美
、
而
用
意
之
厚
、
亦
何
可
忘
。
頃
者
寄
意
空
元
、

罕
事
吟
咏
。
毎
風
雨
之
晨
、
皎
月
之
夜
、
取
名
流
巻
軸
、�
而
輯
之
、
付
諸
剞�
、
以
詩
之
先
後
爲
次
序
。(

蘭
自
ら
念
う
に
、

奇
才
異
節
の
以
て
称
述
す
べ
き
無
き
に
、�
り
に
当
代
の
先
生
大
人
に
詩
篇
を
投
贈
せ
ら
れ
、
謬
り
て
褒
許
を
加
え
ら
る
る
を
蒙

る
。
歴
年
以
来
、
或
は
白
首
耆
英
、
高
軒
親
し
く
過
ぎ
り
、
或
は
玉
堂
宿
彦
、
千
里
書
を
貽
ら
る
。
予
読
み
て
之
を
蔵
し
、
巻
、

束
筍
の
如
し
、
珠
玉
篇
を
連
ね
、
語
は
溢
美
多
し
と
雖
も
、
而
も
意
を
用
う
る
の
厚
き
、
亦
た
何
ぞ
忘
る
べ
け
ん
や
。
頃
者
意
を

空
元
に
寄
せ
、
吟
咏
を
事
と
す
る
こ
と
罕
な
り
。
風
雨
の
晨
、
皎
月
の
夜
毎
に
、
名
流
の
巻
軸
を
取
り
、�
し
て
之
を
輯
め
、
諸

を
剞�
に
付
し
、
詩
の
先
後
を
以
て
次
序
と
為
す
。)

以
上
か
ら
、
ま
ず
駱
綺
蘭
が
、
学
問
徳
望
の
あ
る
男
性
文
人
か
ら
受
け
取
っ
た
多
数
の
珠
玉
の
よ
う
な
詩
や
書
簡
を
精
読
し
研
究
す

る
中
で
、
自
分
自
身
の
思
想
を
深
め
て
い
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。
そ
も
そ
も

『

荀
子』

｢
非
相
篇｣

に

｢

贈
人
以
言
、
重
於
金
石
珠
玉｣
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(
人
に
贈
る
に
言
を
以
て
す
る
は
、
金
石
珠
玉
よ
り
重
し)

と
あ
る
よ
う
に
、
所
謂

｢

贈
言｣

と
は
、
正
し
い
言
を
以
て
、
人
に
送
り

励
ま
す
意
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
贈
序
類
の
文
章
は
即
ち

｢

贈
言｣

で
あ
る
。
清
初
の
閨
秀
詩
人
林
以
寧
は
自
分
の
書
い
た
友
人
を

励
ま
す
文
章
を

『

贈
言』

と
し
て
編
集
し
て
い
る

(�)

。
し
か
し
、
家
計
が
あ
ま
り
裕
福
で
は
な
か
っ
た
寡
婦
詩
人
駱
綺
蘭
が
、
林
以
寧
と

は
逆
に
、
周
囲
の
文
人
か
ら
受
け
取
っ
た
詩
文
を
刊
行
し
よ
う
と
し
た
意
図
は
、
本
当
に
彼
女
が
序
文
で
言
っ
て
い
る
通
り
、
単
に
衆

多
の
名
士
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
厚
い
関
心
が
忘
れ
難
い
た
め
だ
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
駱
綺
蘭
は

｢
秋
灯
課
女
図｣

を
作
り
、
秋
の
も
の
寂
し
い
夜
に
娘
に
教
育
を
施
す
我
が
身
を
描
い
た

(

前
稿
参
照)

。
彼
女

は
、
図
に
描
か
れ
た
女
子
へ
学
問
を
伝
授
す
る
熱
意
と
後
世
の
模
範
と
な
る
立
派
な
婦
徳
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
か
ら
最
高
の
賛
辞
を

か
ち
得
た
。『

贈
言』

を
検
討
し
た
限
り
で
は
、｢

秋
灯
課
女
図｣

の
題
詩
や
題
賛
を
書
い
た
男
性
詩
人
は
五
十
六
名
で
あ
る
。
政
界
の

有
力
者
か
ら
在
野
の
知
名
文
人
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
自
分
を
褒
め
称
え
る
詩
や
文
章
を
一
斉
に
公
刊
し
た
の
は
、
つ
ま
り

は
自
己
の
文
名
や
社
会
的
人
望
を
高
め
る
た
め
の
自
己
宣
伝
手
段
で
は
な
か
っ
た
か
と
疑
わ
れ
る
。
実
は
、『

贈
言』

に
収
め
ら
れ
た

袁
枚
か
ら
駱
綺
蘭
宛
の
書
簡
の
中
で
も

｢
女
子
之
好
名
、
更
甚
於
男
子
也｣

(

女
子
の
名
を
好
む
や
、
更
に
男
子
よ
り
も
甚
だ
し)

と
、

当
時
の
女
性
の
名
声
を
追
求
す
る
強
い
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
分
を
賞
賛
す
る

『

贈
言』

を
生
前
に
出
版
す
る

と
い
う
駱
綺
蘭
の
行
動
は
、
ま
さ
に
清
代
に
お
け
る
閨
秀
詩
人
の
持
つ
烈
々
た
る
自
己
肯
定
溢
れ
る
雰
囲
気
の
中
で
、
自
ら
成
就
す
る

道
を
積
極
的
に
切
り
開
こ
う
と
し
た
活
発
で
果
敢
な
行
為
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
序
文
の
中
で
、
四
十
歳
に
な
っ
た
駱
綺
蘭
は
宗
教
へ
の
信
仰
が
篤
く
な
り
、
詩
を
あ
ま
り
書
か
な
く
な
っ
た
こ
と
を
告
白
し

て
い
る
。
し
か
し
、
著
述
は
少
な
く
な
っ
た
に
せ
よ
、『

贈
言』
を
出
版
し
、
わ
が
詩
人
と
し
て
の
名
の
不
朽
を
、
駱
綺
蘭
は
強
く
願
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

終
わ
り
に

以
上
、
駱
綺
蘭

『

同
人
集』

を
通
し
て
、
閨
秀
詩
人
た
ち
の
交
流
、
及
び
女
流
文
学
の
指
導
者
と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
た
駱
綺
蘭
の

活
動
を
考
察
し
た
。
駱
綺
蘭
を
中
心
と
す
る
閨
秀
詩
人
た
ち
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
書
簡
の
往
復
に
よ
っ
て
そ
の
空
間
的
な
障
害

駱
綺
蘭
の

『

聽
秋
軒
閨
中
同
人
集』

お
よ
び

『

聽
秋
軒
贈
言』

に
つ
い
て
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を
乗
り
越
え
て
い
っ
た
。
彼
女
ら
は
詩
文
の
や
り
と
り
の
中
で
、
互
い
に
社
会
生
活
に
お
け
る
心
の
慰
め
を
得
、
互
い
に
創
作
活
動
を

励
ま
し
合
い
、
著
作
に
対
す
る
自
信
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

『
同
人
集』

に
収
め
ら
れ
た
潘
耀
貞
か
ら
駱
綺
蘭
宛
て
の
書
簡
の

｢

前
日
駕
過
廣
陵
、
得
親
雅
範｣

(

前
日
、
駕
、
広
陵
を
過
り
、

雅
範
に
親
し
む
を
得
た
り)

と
い
う
言
葉
、
及
び
鮑
之
芬
の

｢

春
初
佩
香
夫
人
見
訪
、
并
和
去
秋
奉
懐
原
韻｣

と
い
う
詩
題
が
示
す
よ

う
に
、
駱
綺
蘭
は
い
つ
も
女
性
の
友
人
に
会
い
に
自
ら
行
っ
た
際
に
、
地
元
の
才
媛
と
深
い
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
に
か
な
り
積
極
的
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
四
方
を
巡
遊
す
る
と
同
時
に
、
駱
綺
蘭
は
深
い
信
頼
を
得
た
袁
枚
と
王
文
治
の
た
め
に
書
簡
を
送
り
届

け

(�)
、
ま
た
多
く
の
著
名
な
文
人
墨
客
と
交
際
が
あ
っ
た
の
で
、
彼
女
の
存
在
は
日
増
し
に
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
駱
綺
蘭

が
社
交
的
、
社
会
的
な
生
活
な
ど
に
お
い
て
比
較
的
自
由
な
生
き
方
を
し
て
い
る
の
は
、
寡
婦
に
な
り
、
家
庭
と
夫
の
束
縛
か
ら
脱
け

出
し
た
後
の
自
ら
の
選
択
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
生
活
の
自
由
は
、
駱
綺
蘭
が
文
学
の
世
界
で
成
果
を
挙
げ
る
上
で
有
利
な

条
件
を
提
供
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
清
乾
嘉
期
に
お
け
る
江
南
の
社
会
で
は
、
男
が
外
を
司
り
、
女
が
内
を
司

る
と
い
う
社
会
的
性
差
に
よ
る
分
業
は
、
実
際
に
は
儒
教
の
建
前
と
し
て
思
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
厳
格
な
制
約
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事

実
を
も
反
映
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
縷
々
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
駱
綺
蘭
に
は
自
尊
的
意
識
を
示
す
発
言
が
実
に
多
く
、
声
名
を
求
め
る
意
欲
が
非
常
に
高
か
っ

た
。
自
ら
男
性
文
人
と
の
贈
答
の
詩
文
を
集
め
た『
贈
言』

を
出
版
し
、
し
か
も
そ
の
内
容
は
殆
ど
自
分
を
高
く
評
価
し
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
駱
綺
蘭
の
自
負
心
の
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
と
共
に
、
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
清
代
男
性
文
人
が
女
流
文
学
の
発
展
に
好
意
を

持
っ
て
い
た
か
を
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
も
そ
も
中
国
社
会
で
は
親
や
祖
先
に
対
す
る
孝
を
重
ん
じ
る
儒
教
的
価
値
観
か
ら
、
一
般
に
寡
婦
の
地
位
は
家
庭
内
で
も
社
会
的

に
も
高
い

(�)

。
し
か
し
、
息
子
を
持
た
な
い
寡
婦
の
地
位
は
相
対
的
に
低
く
、
悲
惨
な
人
生
を
送
る
も
の
も
多
か
っ
た
。
恐
ら
く
夫
の
死

後
、
養
女
し
か
持
っ
て
い
な
い
駱
綺
蘭
は
、
自
己
実
現
の
願
望
と
性
別
、
家
庭
、
或
い
は
宿
命
と
の
間
に
様
々
な
衝
突
が
孕
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
自
覚
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
男
性
文
人
か
ら
受
け
た
厚
い
恩
情
を
忘
れ
な
い
こ
と
を
建
前
と
し
、『

贈
言』

の
出
版

を
通
し
て
自
ら
声
名
を
追
求
す
る
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
詩
人
と
し
て
の
名
誉
や
社
会
的
地
位
を
高
め
さ
せ
る
目
的

も
達
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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駱
綺
蘭
の
師
で
あ
る
袁
枚
の
周
囲
に
は
い
つ
も
多
く
の
友
人
が
集
ま
り
、
袁
枚
も
ま
た
彼
ら
と
の
や
り
と
り
の
詩
文
を『

続
同
人
集』

と
名
付
け
、
生
前
中
早
く
も
乾
隆
年
間
に
出
版
し
て
い
る
。
因
み
に

『

同
人
集』

と
い
う
書
名
は
、
袁
枚
の
序
文
に
拠
れ
ば
明
末
の
冒

襄

(

一
六
一
一
〜
一
六
九
三)

を
先
例
と
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
駱
綺
蘭
の

『

同
人
集』

及
び

『

贈
言』

も
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
袁
枚

の
思
想
と
行
動
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
伝
統
的
な
家
や
婚
姻
の
枠
組
み
を
飛
び
出
し
、
自
ら
進
ん
で
文
学
の
世
界

に
身
を
投
じ
た
駱
綺
蘭
は
、
出
版
と
い
う
作
業
を
通
し
て
単
な
る
一
人
の
女
弟
子
か
ら
、
女
性
た
ち
が
は
っ
き
り
と
自
己
主
張
を
行
う

た
め
の
編
集
者
と
な
り
、
清
代
文
学
史
に
お
い
て
、
男
性
と
対
等
な
立
場
で
活
動
し
た
ひ
と
り
の
自
立
し
た
女
流
詩
人
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

駱
綺
蘭
の

『

同
人
集』
と

『
贈
言』

は
、
当
時
の
閨
秀
詩
人
た
ち
が
い
か
に
し
て
自
己
主
張
し
た
か
、
男
性
文
人
と
の
文
学
的
交
流

の
様
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
如
実
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
清
代
婦
女
文
学
と
そ
の
社
会
生
活
を
探
る
資
料
と
し
て

見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

注

(

１)
『

九
州
中
国
学
会
報』

第
三
十
七
巻
、
一
九
九
九
年
所
収
。

(

２)
『

聽
秋
軒
贈
言』

に
見
ら
れ
る
男
性
文
人
の
う
ち
、
そ
の
主
要
な
人
物
は
、
皇
族
で
は
豫
親
王

(

清
太
祖
の
第
十
五
子)

・
思
元
主
人

(

豫
親
王
世
子
、
裕
瑞)

・
汲
修
主
人(

昭�)
。
高
官
で
は
畢�

(

官
は
湖
廣
総
督)

・
謝
振
定(

官
は
御
史)

・
祝
徳
麟(

官
は
御
史)

・

陳
奉
茲

(

官
は
江
蘇
布
政
史)

。
他
に
著
名
な
文
人
で
は
袁
枚
・
王
文
治
・
王
昶
・
趙
翼
・
曾
燠
・
姚�
・
法
式
善
・
張
問
陶
・
樂
鈞
・

呉
嵩
梁
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
江
南
の
詩
人
と
し
て
は
汪
穀
・
陳
基
・
張
鉉
・
袁
通
・
駱
傑
の
名
が
見
え
る
。

(

３)

王
英
志
編

『

袁
枚
全
集』

一
九
九
三
年

江
蘇
古
籍
出
版
社
。

(

４)

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
合
山
究

｢

明
清
時
代
の
女
性
文
芸
に
お
け
る
男
性
志
向
に
つ
い
て

｢

巾
幗
の
気｣

の
除
去
と

｢

鬚
眉
の

気｣

の
獲
得

｣
(『

九
州
中
國
學
會
報』

第
四
十
二
巻
、
二
〇
〇
四
年)
九
九
頁
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

５)

梁
孟
昭
は

｢

寄
弟
書｣

に
お
い
て

｢

我
輩
閨
閣
詩
、
較
風
人
墨
客
爲
難
。
詩
人
肆
意
山
水
、
閲�
既
多
、
…
…
、
多
奇
傑
浩
博
之
氣
。

駱
綺
蘭
の

『

聽
秋
軒
閨
中
同
人
集』

お
よ
び

『

聽
秋
軒
贈
言』

に
つ
い
て
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至
閨
閣
則
不
然
、
足
不
踰�
閾
、
見
不
出
郷
邦
、
縱
有
所
得
、
亦
須
有
體｣

と
い
う
。(

王
秀
琴
編
集
、
胡
文
楷
選
訂

『�

代
名
媛
文
苑

簡
編』

、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
四
七
年)

(

６)
鮑
之
蘭
・
鮑
之�
・
鮑
之
芬
・
王
瓊
・
江
珠
・
畢
慧
に
つ
い
て
は
、
合
山
究

｢

袁
枚
と
女
弟
子
た
ち｣

(『

文
学
論
輯』

第
三
十
一
号)

を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(

７)

法
式
善

『
梧
門
詩
話』

巻
十
六
に

｢

江
寧
侯
香
葉
、
…
…
、
外
抱
孫
、
…
為
隨
園
高
弟｣

と
あ
る
。

(

８)

法
式
善

『
梧
門
詩
話』

巻
十
六
に

｢

江
寧
侯
香
葉
、
…
…
、
學
守
程
朱
、
所
謂
理
而
不
腐
、
樸
而
不
陋
、
誦
其
韻
語
、
足
敦
風
教
、
王

碧
雲
名
媛
詩
話
以
女
宗
推
之｣

と
あ
る
。

(

９)

胡
文
楷

『�
代
婦
女
著
作
考』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年)

巻
十
二
、
清
代
六
を
参
照
。

(

10)
『

聽
秋
軒
閨
中
同
人
集』
に
収
め
る
侯
芝

｢

佩
香
夫
人
以
疎
竹
水
仙
畫
幅
見
贈
詩
以
謝
之｣

詩
の
内
容
に
よ
る
。

(

11)

胡
文
楷

『�
代
婦
女
著
作
考』

(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年)

巻
十
四
、
清
代
八
を
参
照
。

(

12)

王
文
治

『

夢
樓
詩
集』

巻
二
十
二

｢�
苑
司
花
歌
為
閨
秀
畢
蓮
艇
作｣

詩
の
注
に

｢

蓮
艇
之
姑
適
沈
氏
、
名
汾
、
詩
才
奇
奥｣

と
畢
汾

の
詩
を
賞
賛
し
て
い
る
。

(

13)
『

聽
秋
軒
贈
言』

の
中
の
胡
翔
雲

｢

和
佩
香
夫
人
四
十
感
懐
詩
兼
祝
華
誕｣

の
詩
句
。

(

14)

林
以
寧

(

一
六
五
五
〜
？)

、
字
は
亜
清
、
進
士
林
綸
の
娘
、
監
察
御
史
銭
肇
の
妻
で
あ
る
。
著
に

『

墨
荘
詩
鈔
・
墨
荘
文
鈔』

『

鳳
簫

樓
集』

が
あ
る
。『

墨
荘
詩
鈔
・
墨
荘
文
鈔』

巻
一

｢
贈
言
自
序｣

に

｢

今
丁
巳

(

一
六
七
七)

五
月
望
後
六
日
、
為
余
初
度
、
因
思
廿

有
三
載
以
來
、
…
…｣

と
あ
り
、
林
以
寧
は
二
十
三
歳
の
時
に
、
人
に
書
き
与
え
た
文
書
、
即
ち

｢

贈
言｣

を

｢

輯
而
録
之
為
若
干
巻
、

歸
而
獻
諸
堂
上
、
諒
必
有
以
解
母
氏
之
顔｣

と
あ
る
。

(

15)

王
文
治
の

『

夢
樓
詩
集』

に

｢

袁
簡
齋
前
輩
書｣

が
あ
る
。
そ
の
中
で
袁
枚
は

｢

夢
樓
先
生
閣
下
、
枚
於
十
八
日
感
冒
風
寒
、
寒
熱
大

作
、
不
眠
不
食
者
三
日
矣
、
忽
佩
香
女
弟
子
至
、
得
接
手
書
、
讀
之
如
清
風
徐
來
、
…
…
、
因
佩
香
回
鎮
之
便
、
修
札
致
謝
、
枚
力
疾

再
拜｣

と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
駱
綺
蘭
は
自
宅
の
鎮
江
と
南
京
に
あ
る
袁
枚
の
隨
園
と
を
往
き
来
す
る
間
に
、
袁
枚
と
王

文
治
の
た
め
に
書
簡
を
送
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

(

16)

白
水
紀
子

『

中
国
女
性
の
二
〇
世
紀
―
近
現
代
家
父
長
制
研
究』

(

明
石
書
店
、
二
〇
〇
一
年)

三
十
九
頁
。
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